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避
難
と
救
助
の
心
得
は
隣
近
所
の
協
力

で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
声
を
掛
け
合
い
、
特

に
高
齢
者
、
障
害
者
、
子
ど
も
が
い
る
場

合
は
お
互
い
に
助
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

の
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

気
象
警
報
の
中
で
「
一
時
間
に
五
十
ミ

リ
以
上
の
非
常
に
激
し
い
雨
が
降
る
」「
過

去
数
年
間
で
最
も
土
砂
災
害
が
発
生
す
る

危
険
性
が
高
く
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
表

現
が
あ
っ
た
場
合
は
特
に
気
を
つ
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

浸
水
時
の
避
難
の
注
意
点

◎　

深
さ
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル（
膝
上
）

を
上
回
る
場
所
で
の
避
難
行
動
は
危
険

で
す
。
流
れ
が
速
い
場
合
は
二
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
程
度
で
も
歩
く
こ
と
が
困

難
に
な
り
ま
す
。

◎　

側
溝
や
水
路
な
ど
の
位
置
が
分
か
ら

な
い
の
で
、
長
い
棒
な
ど
で
確
か
め
な

が
ら
、
二
人
以
上
で
歩
き
ま
す
。
車
は

水
没
し
走
行
不
能
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

◎　

避
難
所
ま
で
の
歩
行
が
困
難
と
な
っ

た
ら
、
生
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
と

し
て
、
自
宅
や
隣
接
建
物
の
二
階
な
ど

に
緊
急
的
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

毎
年
、
日
本
列
島
の
ど
こ
か
で
自
然
災

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
七
月
の

下
旬
に
は
、
長
野
県
や
九
州
地
方
で
記
録

的
な
豪
雨
に
よ
り
大
き
な
災
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
町
で
も
、
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
、
平
成
十
二
年
九
月
に
発
生
し
た

「
東
海
豪
雨
」
に
よ
り
、
家
屋
が
浸
水
す

る
な
ど
の
多
大
な
被
害
に
遭
い
ま
し
た
。

　
「
防
災
の
日
」
を
前
に
、
い
ざ
と
い
う
時
、

自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
、

あ
ら
た
め
て
皆
さ
ん
に
考
え
て
も
ら
う
た

め
に
、
今
回
は
「
風
水
害
」
と
「
地
震
」

に
備
え
て
の
特
集
を
組
み
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
が
防
災
に
つ
い
て
考
え
、

災
害
が
発
生
し
た
時
に
ど
う
行
動
す
れ
ば

い
い
の
か
、
こ
の
機
会
に
本
気
に
な
っ
て

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

最
近
で
は
短
時
間
に
局
地
的
、
突
発
的

な
大
雨
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
予
報
エ
リ

ア
が
細
分
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
集
中
豪
雨

は
予
測
し
に
く
く
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
最
新

　

九
月
一
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す
。

　

一
九
二
三
年
（
大
正
十
二
年
）
に
起
き

た
関
東
大
震
災
の
教
訓
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
と
、
こ
の
時
期
に
多
い
台
風
へ
の
心
構

え
を
含
め
一
九
六
〇
年（
昭
和
三
十
五
年
）

に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
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ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

風
水
害
に

備
え
る
た
め
に

集中豪雨について 


